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旭川市の発注事業の規模と、現場を自治体自
身が把握することの意義

公契約条例の制定後、「旭川市契約審査委員
会」による検討結果をうけて実施されるに至っ
た旭川市の取り組み、すなわち、市発注工事に
従事する労働者の賃金等調査（以下、賃金等調
査）の概要や結果を前号掲載の拙稿（以下、拙
稿 １）にまとめた。
市からの聞き取りによれば、この賃金等調査
が条例制定後のメインの業務であるとのことだ
った。ここでいう賃金等調査には、事業者から
の聞き取り調査も含まれる。そこでは、労働者
の賃金等に限らぬ内容が把握されている（後述）。
表 １は、旭川市の発注事業をまとめたもので

ある。指定管理に関するデータはここでは整理
されていない（旭川市のウェブサイトによれば、
導入施設は２０２１年 ４ 月 １ 日現在で５７件）のと、
表の注に書いたとおり、２０１９年度の建設工事の
発注金額は、例年の約 ２倍になっている点に留
意されたい。
こうした各事業を担う民間事業者・労働者は、
市が公共事業・サービスを遂行するにあたって
のパートナーと言えるだろう。そのような自覚
をもって、公契約現場の実態を自治体自身が把
握することには非常に重要かつ意義があると筆
者は思う。

旭川市が考える公契約条例の意義

制定された公契約条例の意義を旭川市はどう

旭川市における公契約条例の経験（ 2）
～聞き取り調査等に基づき

川村　雅則

表 1　旭川市の発注事業一覧（2017～2019年度） （金額：億円）

年度
一般競争入札 指名競争入札 随意契約 合計
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

建設工事注1

２０１７ ３３１ １０３．０３ １  ０．１２ ６  １．６４ ３３８ １０４．７９ 
２０１８ ３７９ １３３．８８ ２  ０．１５ ３  ０．４１ ３８４ １３４．４４ 
２０１９ ３４６ ２３９．７８ ２  ０．７３ ３  ０．５９ ３５１ ２４１．１１ 

工事関連業務
（測量・設計等）注1

２０１７ １３１ １０．７９ ５  ０．１３ ３  ２．２６ １３９ １３．１７ 
２０１８ １３２ １０．２９ ７  ０．１３ ０  ０．００ １３９ １０．４２ 
２０１９ １０４ ４．６２ ５  ０．１０ ０  ０．００ １０９ ４．７２ 

物品購入注2

２０１７ ８  ３．２６ ７６ ２．１４ ３,３９４ ２．５０ ３,４７８ ７．９１ 
２０１８ １４ ６．２５ ６４ １．１８ ３,３５０ ４．３４ ３,４２８ １１．７７ 
２０１９ １８ ４．０５ １１２ ２．４３ ３,０８９ ２．８０ ３,２１９ ９．２７ 

業務委託注3

２０１７ １７８ ５１．００ ４４０ ２３．８０ １,７３７ ９２．５７ ２,３５５ １６７．３７ 
２０１８ １８０ ４９．６７ ４６７ ２６．１９ １,８９４ ９０．２４ ２,５４１ １６６．１０ 
２０１９ １８２ ９３．９７ ４３２ ２９．２５ １,７９６ ７５．６２ ２,４１０ １９８．８４ 

注 １ ： 契約課（市長部局）発注分。一部の小規模な修繕・随意契約を除き、基本的には契約課を通して発注している。２０１９年度の建設工事では、
新庁舎建替工事が発注されており（約１１８．５億円）、例年の発注額の約 ２ 倍の金額となっている。

注 ２ ：契約課（市長部局）発注分（単価契約済発注を除く）。
注 ３ ：業務委託については水道局、市立病院を含めた全部局分（水道局、病院含む）。
出所：旭川市提供資料より筆者作成。
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考えているかを尋ねた。
回答は概略次のとおりである。すなわち、旭
川市では、公契約に関する方針（以下、方針）
を２００８年に策定し、運用してきた。そのことで
市の体制を整備し経験を蓄積してきた。しかし
ながら、方針はあくまでも行政内部のものであ
るため、事業者や市民サイドからの疑問などに
こたえるには限界があった。その点で、理念型
とはいえ公契約条例が制定されたことによって、
賃金引き上げの要請がしやすくなったし、応じ
る側からの納得も得られやすくなった。あわせ
て、公正性、公平性、競争性などは当然担保さ
れなければならないが、地域経済の活性化とい
う観点が条例に入ったことで、市内業者への限
定的な発注についても説明がしやすくなった。
以上のように、「方針ですでに定めていた取
り組みをこうして推進しやすくなったのが条例
化の一番の利点ではないかと考えています」と
のことである。

賃金等調査の結果をどう考えるか

さて、拙稿 １で書いたとおり、賃金等調査に
よれば、支払賃金の平均値は、公共工事設計労
務単価比で ７割程度にとどまった。このことを
どう評価しているか、なぜこのような支払い実
態になってしまうと考えているか、などを市と
やりとりした。三点ほどにまとめてみる。

賃金改善の努力はされていると認識

市によれば、第一に、 ７割でよし、というつ
もりはないが、２０１２年を底にしておよそ ５割上
昇している設計労務単価と同じように賃金が上
昇することは想定しづらい。「事業者側も結構
努力されて賃金を改善しているというのが実感
です」とのことである。また、 ７割というのは
平均であって、経験年数別にみると、おおむね、
２０年～３０年位が高くなっていると評価している
〔拙稿 １の表 ２を参照〕。そして、市の内部で
も議会内でも、 ７割では十分ではないという評

価ではあるものの、状況をみながら、賃金を上
げられる環境づくりを続けており、少しずつだ
が前進はしているのではないか。継続した調査
で状況把握につとめたいと考えている、とのこ
とである。

事業者側からの聞き取りにみる賃金支払い困
難の背景

第二に、事業者からの聞き取り結果に基づき
ながら、労務単価を下回る支払い賃金の背景に
ついて言及された。賃金等調査結果でも結果が
紹介されているので、一部を以下に転載する。

資料　旭川市による聞き取り調査結果（「設
計労務単価との比較について」部分）

（２０２０年度）

・�公共工事が常にあるわけではないので、
公共工事の設計労務単価を賃金に反映さ
せるのは難しいものがある。

・�賃金を設計労務単価に合わせるよう心が
けているが受注の関係もあるので難しい
ところもある。

・�悪天候や納品の遅延があれば人件費が設
計よりも余計に掛かる。
（２０１９年度）

・�市発注の工事と他の公共工事、民間工事
で賃金に差を設けるのは困難。

・�通年雇用している者には冬場も給料を払
う。冬場に仕事が切れることを考えると
どうしても設計労務単価を下回る賃金単
価になる。（※）

・�市の仕事が通年で途切れずにあり、１００
％で落札できるのなら設計労務単価１００
％も可能かもしれないが、現実的な話で
はない。

・�入札で価格競争していることもあり、設
計労務単価は意識しているものの、労働
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えば仕事は出来るが、それでも、平準化は進ん
でいない。
労働者からの要望もあって通年雇用の実現に
は努力していると事業者側からも聞いている。
通年雇用化とは、冬の間も給与を支払うことを
意味する。 １年間でならすと、その分だけやは
り賃金単価は下がってしまう。それでも雇用継
続が労働者側から望まれている。年間を通して
工事が受注できるという目処があるわけでもな
いため、定期昇給制度を設けるのは難しく、受
注できそうな仕事量をにらみながら、その都度
給与を上げているのが実態である。
以上のような話を事業者側からは聞いている、
とのことである。

・経営難と事業者側からの要望

第三に、旭川市では、工事の最低制限価格を
引き上げて欲しいという陳情が建設事業者から
２０２０年 １ 月に出され議会で採択されている１。
この点について説明をしてもらった。
すなわち市によれば、入札資格ランクの低い
土木工事──具体的には、土木の Bクラス、C
クラス、そして舗装工事で、事業者の数が多く
て競争が激しくなっている（表 ２）。入札価格
が最低制限価格に張り付いており、落札者をく
じ引きで決定している状況にある。その一方で、
担い手三法の存在や、賃金の適正な支払いや社
会保険加入を旭川市でも促進してきている２こと
から、最低制限価格ちょうどでは経営的にかな
り厳しい、制限価格を引き上げて欲しいという
のが陳情の趣旨であった。
その趣旨は理解できるし、陳情は採択された
ため、対策を検討中である。また、そのような
対応を図ったほうが賃金も上がっていくのでは
ないかという思いも市にはある、とのことだっ
た。
なお、このことに関連して、旭川の発注価格
は他都市に比べて何か特徴はあるのかを尋ねた
ところ、回答は、概略以下のとおりだった。

者にはそのとおり払うということにはな
らない。

・�入札に参加するが落とせるとは限らない。
会社の維持費もかかる。また、工事が年
間通してあるわけではないので、設計労
務単価どおりの支払いは無理。

出所：旭川市賃金等調査結果より転載。

・書類上での計算との齟齬

例えば、人工の計算と支払賃金との間に生じ
る齟齬に関することが書かれていた。
市の説明によれば、ある工事で１．５人工が必
要とされた場合に、１．５人だけ行くのは無理だ
から、 ２人で行かせることになる。１．５人で終
わった時点で途中で １人帰すというわけにもい
かないため、結局、 ２人で行って、１．５人分を
超過して、 ２人で帰ってくることになる。その
場合、賃金は１．５人工分とは当然できない。と
なると、設計労務単価の１００％支給は難しいの
ではないか、という事業者からの話が紹介され
た。旭川市の発注する工事でも、必要な人工の
計算は行うが、整数とは当然限らないため、同
様の問題は起こりうることになる、とのことで
ある。

・積雪寒冷地での通年雇用の困難

積雪寒冷地である北海道の特性をふまえた意
見も書かれている（罫線内の（※））。冬期間の
仕事の確保を「込み」で考える必要性を示すも
のと思われたので、そのことを尋ねてみた。回
答は概略以下のとおりである。
すなわち、旭川市でも平準化に努力している
ものの、冬期間の工事とりわけ土木工事は夏に
比べるとやはり少なくなる。冬期間の工事はど
うしても経費が余計にかかるため、出来るだけ
雪が降る前に着手できるように発注するか、あ
るいは、発注はしても雪が融けないと着手は容
易ではない。建築の場合には基礎が出来てしま
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１ 　令和 ２（２０２０）年陳情第 ７号「建設工事の請負
契約の入札に関することについて」。陳情事項は
次の ２点。調査基準価格を引き上げること。同種
の工事の入札については、可能な限り同一の入札
公告日に集約するなど、受注機会の拡大を図るこ
と。
2　旭川市「建設工事における社会保険等未加入対
策について」。社会保険等未加入対策をより一層
推進するため、令和元（２０１９）年１０月 １ 日から、
旭川市発注の建設工事において、旭川市建設工事
請負契約約款を一部改正し、受注者（元請業者）
と直接契約を締結する一次下請業者（建設業者）を、
原則社会保険等加入者に限定することが掲載。

（追記）
札幌市でも２０２０年度から賃金等調
査が始まった（本誌１９４，１９５号に掲
載の拙稿を参照）。市のこうした動
きを筆者は評価している。だが、有
効回答２９６人分の調査結果の分析や
公表は限定的であった。資料照会を
通じて調査結果の提供を受けたが、
２５職種ごとと合計の支払い賃金（平
均値）が掲載されているのみで、旭
川市のような詳細分析はされていな
かった。調査データの集計を当方で
できないか、あるいは、記載されて
いなかった職種別の回答数だけでも
せめて教えていただけないかと照会
したが、個人情報保護の観点から、
統計処理を終えた時点でデータは全
て廃棄したとのことだった。関係者
（今回の場合、事業者）の協力でが
集められた行政データは極力活かさ
れるべきではないか、もったいない
と感じた。
（かわむらまさのり　北海学園大学
教授）

すなわち、旭川は札幌と並んで、最低制限価
格が通常より高く設定されている。計算式で、
直接工事費９７％、共通仮設費９０％、現場管理費
９０％、一般管理費５５％──以上は、国で示すも
のであるが、旭川と札幌は一般管理費を６５％に
している。以上の数値は公表をしている。また、
積算単価は北海道のを使っている。積算ソフト
が精巧になっているため、最低制限価格が分か
ってしまう、とのことである。

以上のような状況をふまえつつ、他市で導入
されている賃金保障型の公契約条例を旭川市で
はどう評価しているかなどを尋ねた。結果は次
号で報告する。（続く）

工種 件数
（件）

予定価格計
（億円）

落札価格計
（億円）

落札率
（加重平均）
（％）

営
繕
系
工
種

建築Ａ １４ １６．３１ １６．０６ ９８．４６
建築Ｂ １５ ３．７６ ３．４３ ９１．０８
建築Ｃ １ ０．０６ ０．０６ ９９．６５
解体 ２ ０．１４ ０．１３ ９１．８８
塗装 １ ０．１１ ０．１０ ９１．９８
建具 １ ０．３２ ０．３１ ９８．６２

電気Ａ ２０ ５．４７ ５．２７ ９６．３５
電気Ｂ ４ ０．１２ ０．１１ ９４．９６
管Ａ ２３ ７．０１ ６．６９ ９５．４０
管Ｂ ４ ０．１９ ０．１８ ９５．２４

さく井 １ ０．０９ ０．０８ ９１．７２
小計 ８６ ３３．５８ ３２．４３ ９５．０３

土
木
系
工
種

電気通信 １ ０．２３ ０．２２ ９５．５５
タイル・レンガ １ ０．３４ ０．３３ ９６．７６

機械器具 １ １．４４ １．４１ ９７．９５
土木Ａ ２４ １８．９８ １８．４１ ９７．００
土木Ｂ １０３ ２２．２０ ２０．０３ ９０．２２
土木Ｃ １４ ０．７９ ０．７２ ９０．６５
舗装 ３７ ５．４８ ４．９３ ８９．８３

とび・土工 ４ ０．１３ ０．１２ ９１．００
造園 ３５ ８．９０ ８．５９ ９６．５９
小計 ２２０ ５８．５０ ５４．７６ ９３．９５

合計 ３０６ ９２．０８ ８７．１９ ９４．５４
出所：旭川市提供資料。

表 ２　２０２０年度の入札結果・工種別落札率等


